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済発展に邁進している (1)。これは 1996 年の第 6 回党大会で掲げられた国家目
標であり，党が自ら国民と交わした公約である。1990 年代以降，ラオスは順
調な経済成長を遂げ，特に 2006 年から 2010 年までの平均経済成長率は 7.9










そのようななか，ラオス人民革命党第 9 回全国代表者大会（以下，第 9 回党
大会）が，2011 年 3 月 17 日から 21 日にかけて開催された。党大会とは 5
年に 1 度開催され，党新指導部や今後 5 年間の国家建設方針が発表されるも
っとも重要な政治イベントである。では，党は今大会でどのような方針を示し，
2020 年までの残りの道のりを整えたのだろうか。




2施された第 7 期国会議員選挙，そして選挙後の 6 月に召集された第 7 期第 1
回国会まで分析の射程を広げなければならない。というのは，国会選挙では党
路線を具体化する立法府が，そして 6 月の国会では政策を執行する行政府が








































第 3 章は，第 7 次経済・社会開発 5 カ年計画（以下，第 7 次 5 カ年計画）の
内容を検討し，今後の経済開発方針を明らかにしている。ラオスは 2000 年代
後半から，資源・エネルギー部門開発により高成長を遂げてきた。この成長路





が前提となっているのである。一方，第 7 次 5 カ年計画では社会分野への政
府公共投資の比率がはじめて経済分野を上回り，インフラ整備への予算も増加
するなど，格差是正や社会開発に取り組む姿勢も示された。
第 4 章は，党大会や第 7 次 5 カ年計画で示された社会開発政策を，特に教
育分野に焦点を当て分析している。第 9 回党大会では，格差の是正と諸階層
間の公平実現，社会道徳の是正が社会政策の主な課題とされた。そして，第 7





























月 25 万キープ以下（1 ドル = 約 8000 キープ, 2011 年 12 月現在），都市部で
45 万キープ以下，また収入以外にも定住地や食糧の欠如などいくつかの指標が
定められている（Samnakgaan Naanyok Latthamontii [2007]）。しかしここでい
う「最貧国脱却」とは国連の最貧国リストからの脱却を意味している。国連開







以下の 3 つを最貧国の基準としている。最貧国リストから卒業するには，3 つ
の基準のうち 2 つを 2 年連続でクリアしなければならない（UN-OHRLLS，外務
省ホームページを参照，2011 年 11 月 1 日アクセス）。
（2）  当初の上場企業は，ラオス電力公社（EDL）と外国商業銀行（BCEL）の 2 社である。
（3）たとえば，2011 年 3 月 16 日付のドイツ・プレス・エージェンシーは，「政治
も経済も革命的な発展があるわけではない」という，在ヴィエンチャンのある
外交官の談話を紹介し，党大会に関する報道を行った（m&c news ホームページ，
2011 年 3 月 18 日アクセス）。
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